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•障害管理機能による対応フロー

•障害管理機能の活用
–障害ログの管理機構

–Oracle Databaseによる障害の検出・事前チェック

–サポートへの情報提供のために （障害情報のパッケージング）

–修正方法・回避策の推奨機能 （アドバイザ機能）

–データベース管理者が利用する管理コンソール

Agenda

・SQL Serverからの移行アセスメント
・MySQLからの移行相談

・PostgreSQLからの移行相談
・Accessからの移行アセスメント

・Oracle Database バージョンアップ支援
・Oracle Developer/2000 Webアップグレード相談

・パフォーマンス・クリニック
・Oracle Database 構成相談

・Oracle Database 高可用性診断
・システム連携アセスメント
・システムセキュリティ診断

・簡易業務診断
・メインフレーム資産活用

無償技術サービスOracle Direct Concierge

http://www.oracle.com/lang/jp/direct/services.html
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<Insert Picture Here>

障害管理機能による対応フロー
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一般的な（今までの）障害時の対応フロー

これまでの
障害発生時
の対応の一例

障害発生

 既に再起動してしまって、
オンラインの情報が取れない

システム復旧を実施

 アラート・トレース情
報から調査

稼動時のデータベースの
詳細情報確認

復旧方法の提示

 障害発生時に出力
されたアラート・トレー
スを確認

ログ・トレースの送付を依頼

サポート・センターに
アラート・トレースを送付

原因の調査を依頼

 アラート・トレースだけでは
原因が特定できない

実行されていたＳＱＬや再
現ケースなど稼動時の情報
が必要

再現時に取得が必要な
情報を指示

 同一の障害が再現するのを待た
なければ原因調査が進まない

システム管理者

サポート・センター



5Copyright© 2009, Oracle. All rights reserved.

障害診断インフラストラクチャによる
障害解決のスピードアップ

障害発生時
の対応

障害発生

システム管理者

障害解析のための情報確認

修復アドバイス確認し、修復作業

早期の障害解決と
根本原因の追究の迅速化

障害解析に必要な情報を自動取得

障害の修復方法をアドバイス

サポート・センター

障害関連情報の送付

必要な情報を全て入手し調査

必要な情報を全てパッケージ化



6Copyright© 2009, Oracle. All rights reserved.

障害診断インフラストラクチャ ー 全体イメージ

ADR

 インシデント
各種トレース／ダンプ
 アラート・ログ
ヘルスチェック／レポート診断データを出力

（メモリのダンプ情報など）

チェック結果登録

サポート・ワークベンチ

（障害解決の作業画面）

SQL 修復アドバイザ

解析／診断 → 修正方法、回避策の推奨

自動診断データ
取得

自動起動

IPS

障害情報のパッケージング

SQL テスト・ケース・ビルダー
ファイル

情報取得

データ・リカバリ・アドバイザ

参照

ADRCI

ヘルス・チェック
障害

サポート・サービス
へ送付
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<Insert Picture Here>

障害ログの管理機構

•ADR（Automatic Diagnostic Repository）

•インシデント
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障害診断インフラストラクチャ ー 全体イメージ

ADR

 インシデント
各種トレース／ダンプ
 アラート・ログ
ヘルスチェック／レポート診断データを出力

（メモリのダンプ情報など）

チェック結果登録

サポート・ワークベンチ

（障害解決の作業画面）

SQL 修復アドバイザ

解析／診断 → 修正方法、回避策の推奨

自動診断データ
取得

自動起動

IPS

障害情報のパッケージング

SQL テスト・ケース・ビルダー
ファイル

情報取得

データ・リカバリ・アドバイザ

参照

ADRCI

ヘルス・チェック
障害

サポート・サービス
へ送付 障害ログの管理
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ADR（Automatic Diagnostic Repository）とは

•データベース診断データ用のファイルベースのリポジトリ

diag

ADR_BASE

ADR_HOME
（製品タイプ） （製品ID） （インスタンスID） （各診断データ）

ADR_BASE:   ADRのルートディレクトリ

ADR_HOME: 診断データのルートディレクトリ

rdbms

clients

tnslsnr

crs

alert

incident

cdump

trace

(その他)

asm
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ADRに格納される情報

•対応コンポーネント (*1)

Automatic Storage 
Management 
（ASM）

Oracle Database ListenerOracle Net Client

•対象となるログファイル
alert.log listener.logsqlnet.log

alert.log（XML)
listener.log
（XML)

sqlnet.log（XML)

トレース・ファイル

ダンプ・ファイル

(*1) CRS は現バージョンでは未対応

•障害時に自動的に取得される情報 （11g ～）
インシデント・ダンプ （エラースタック等）

IPSパッケージファイル （後述）

•障害時情報をまとめたもの （11g ～）

既存 11g NEW

HM実行データ、レポート （後述）

•ヘルス・モニター関連の情報 （11g ～）
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ADRのディレクトリ指定方法

• Oracle Database および Automatic Storage Management

• Oracle Net Client

• Listener

DIAGNOSTIC_DEST = ディレクトリ指定 （フルパス）

（デフォルト値 $ORACLE_BASE、なければ$ORACLE_HOME/log ）

初期化パラメータ BACKGROUND_DUMP_DEST （廃止）

USER_DUMP_DEST                 （廃止）

CORE_DUMP_DEST                （廃止）

DIAG_ADR_ENABLED = ON  （デフォルト値：ON）

ADR_BASE = ディレクトリ指定 （フルパス）

（デフォルト値 $ORACLE_BASE、なければ$ORACLE_HOME/log ）

sqlnet.ora

DIAG_ADR_ENABLED_listener_name = ON （デフォルト値：ON）

ADR_BASE_listener_name = ディレクトリ指定 （フルパス）

（デフォルト値 $ORACLE_BASE、なければ$ORACLE_HOME/log ）

listener.ora
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RAC利用時のADR指定

• Oracle Real Application Clusters（RAC）環境において、
ADR_BASEは共有記憶域に設定可能

– すべてのNodeの診断データを一元管理できる

– NAS (NFS）、クラスタ・ファイルシステム（OCFS2など）

ASM および RAWデバイスは利用不可

ADR

注） SE RACは構成上の制約により
共有領域上にADRを配置できません
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インシデントとは

•クリティカルなエラー（問題：problem、ORA-600など）が発
生する毎に、Oracle Databaseはインシデント（incident）とい
う単位で情報を取得

•インシデント発生時の動作

１．インシデントIDを生成

２．アラート・ログにエントリを生成

３．初期障害診断データをダンプ・ファイル形式で収集

（インシデント・ダンプ）

４．インシデント・ダンプをインシデントIDにタグ付け

５．ADRサブディレクトリにインシデント・ダンプを格納
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インシデント・ダンプ・ファイル

•インシデントに関する重要なダンプ情報を記載

–プラットフォーム情報（CPU、メモリ使用状況）

–ORAエラー

–障害を検知したSQL文

–Call Stack Trace

–メモリーダンプ

–プロセスやDLLのメモリマップ

–プロセスやスレッドの情報

–初期化パラメータの情報

など
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インシデントのフラッド制御

• １つの問題につき、短時間に多数のインシデントが生成さ
れると、インシデントのフラッド（flood:氾濫）制御がなされる

１．インシデントIDを生成

２．アラート・ログにエントリを生成

３．初期障害診断データをダンプ・ファイル形式で収集

（インシデント・ダンプ）

４．インシデント・ダンプをインシデントIDにタグ付け

５．ADRサブディレクトリにインシデント・ダンプを格納

実
施
し
な
い

–1時間に同じ問題キーに対して5つのインシデントが発生

–1日に同じ問題キーに対して25のインシデントが発生

フラッド制御されたインシデントの動作

–1時間に同じ問題キーに対して50つのインシデントが発生

–1日に同じ問題キーに対して250のインシデントが発生

・後続のインシデントが記録されないことを示すメッセージがアラート・ログに記録される

・その問題キーに対する後続のインシデントはADRに記録されない
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インシデントを作成するクリティカルなエラー例

•以下のようなOracleエラーが発生するとインシデントが生成
される （ Note 453125.1 ）

–内部エラー

–いくつかの外部エラー

ORA-00600  "internal error code, arguments: [%s], [%s], [%s], [%s], [%s], [%s], [%s], [%s]"

ORA-00700  "soft internal error, arguments: [%s], [%s], [%s], [%s], [%s], [%s], [%s], [%s]"

ORA-07445  "exception encountered: core dump [%s] [%s] [%s] [%s] [%s] [%s]"

ORA-04030 "out of process memory when trying to allocate %s bytes (%s,%s)"
ORA-04031 "unable to allocate %s bytes of shared memory (¥"%s¥",¥"%s¥",¥"%s¥",¥"%s¥")"
ORA-29740 "evicted by member %s, group incarnation %s"
ORA-01578 "ORACLE data block corrupted (file # %s, block # %s)"
ORA-00353 "log corruption near block %s change %s time %s"
ORA-00355 "change numbers out of order"
ORA-00356 "inconsistent lengths in change description" 

http://webiv.oraclecorp.com/cgi-bin/webiv/do.pl/Get?WwwID=note:453125.1
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Oracle Databaseによる
障害の検出・事前チェック

•ヘルス・チェック

•ヘルス・モニター
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障害診断インフラストラクチャ ー 全体イメージ

ADR

 インシデント
各種トレース／ダンプ
 アラート・ログ
ヘルスチェック／レポート診断データを出力

（メモリのダンプ情報など）

チェック結果登録

サポート・ワークベンチ

（障害解決の作業画面）

SQL 修復アドバイザ

解析／診断 → 修正方法、回避策の推奨

自動診断データ
取得

自動起動

IPS

障害情報のパッケージング

SQL テスト・ケース・ビルダー
ファイル

情報取得

データ・リカバリ・アドバイザ

参照

ADRCI

ヘルス・チェック
障害

サポート・サービス
へ送付

障害の検出・事前チェック
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ヘルス・チェックとヘルス・モニター

• ヘルス・チェック：データベースの状態をチェック
– データベース構造の整合性

– データやUNDO/REDOの破損

– ディクショナリの整合性

– トランザクションの整合性

• ヘルス・モニター：ヘルス・チェックを実行する仕組み
– 障害発生時に自動的に関連するチェックを実行

– 手動実行も可能

– 実行結果をADRに出力
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自動的にヘルス・チェックが実行される契機

•以下のようなOracleエラーが発生するとヘルス･チェックが
自動的に実行される （Note 453125.1 ）

–データベース構造の整合性

•制御ファイル不正： ORA-202,、ORA-214、 ORA-1103 

• REDOログ不正： ORA-312、ORA-313

•データファイル不正： ORA-1110

–データやUNDO/REDOの破損

• REDOログの破損： ORA-353

•データブロック障害： ORA-1578 

–トランザクションの整合性

•いくつかの ORA-600

http://webiv.oraclecorp.com/cgi-bin/webiv/do.pl/Get?WwwID=note:453125.1
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<Insert Picture Here>

サポートへの情報提供のために
（障害情報のパッケージング）

•IPSパッケージの作成

•SQLテスト・ケース・ビルダー

（Appendix参照）
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障害診断インフラストラクチャ ー 全体イメージ

ADR

 インシデント
各種トレース／ダンプ
 アラート・ログ
ヘルスチェック／レポート診断データを出力

（メモリのダンプ情報など）

チェック結果登録

サポート・ワークベンチ

（障害解決の作業画面）

SQL 修復アドバイザ

解析／診断 → 修正方法、回避策の推奨

自動診断データ
取得

自動起動

IPS

障害情報のパッケージング

SQL テスト・ケース・ビルダー
ファイル

情報取得

データ・リカバリ・アドバイザ

参照

ADRCI

ヘルス・チェック
障害

サポート・サービス
へ送付

障害情報のパッケージング
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IPS（Incident Packaging Service）パッケージ

•主にサポート・サービスの問い合わせの際に、障害情報を
まとめて送付する為の仕組み
–管理者が必要な個々のログ情報を選別しなくともよい

•障害情報を必要な単位でパッケージング可能
–インシデントID、Problem Key、Problem ID、時刻、など

• Enterprise Manager もしくは ADRCIユーティリティーを用い
て作成
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SQLテスト・ケース・ビルダー

•別のOracleデータベース・インスタンスで問題を再現および
テストできるように、SQL関連の問題に関する情報と、その
問題が発生した正確な環境を取得

–エラーを再現するSQL文

–環境を作成するスクリプト（DDL文など）

–関連テーブルに登録されているデータ

•サンプルとして抽出する割合を指定可能 （デフォルトは100%）

※ Enterprise Manager にて手動作成はできない。詳細はAppendixを参照のこと
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<Insert Picture Here>

修正方法・回避策の推奨機能
（アドバイザ機能）

•SQL修復アドバイザ

•データ・リカバリ・アドバイザ
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障害診断インフラストラクチャ ー 全体イメージ

ADR

 インシデント
各種トレース／ダンプ
 アラート・ログ
ヘルスチェック／レポート診断データを出力

（メモリのダンプ情報など）

チェック結果登録

サポート・ワークベンチ

（障害解決の作業画面）

SQL 修復アドバイザ

解析／診断 → 修正方法、回避策の推奨

自動診断データ
取得

自動起動

IPS

障害情報のパッケージング

SQL テスト・ケース・ビルダー
ファイル

情報取得

データ・リカバリ・アドバイザ

参照

ADRCI

ヘルス・チェック
障害

サポート・サービス
へ送付

アドバイザ機能
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SQL 修復アドバイザ

• 問題のあるSQL文を解析し回避策を提示

• どんな時に使用するか？
 SQLで致命的なエラー（ORA-600など）が発生した場合

 結果不正が発生した場合

 パフォーマンス問題の場合は、SQLチューニング・アドバイザを使用

 データ破損によるエラー の場合は、リカバリ・アドバイザーを使用

• どんな回避策が提示されるか？
– 実行計画変更による回避

• 問題が発生しないアクセス・パスの実行計画を検索

• もし代替パスがあれば、実行計画を変更するSQLパッチを作成
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SQL 修復アドバイザ ～起動方法～

• Enterprise Manager での起動
– SQLエラーが発生した場合

• サポート・ワークベンチから起動

– SQLエラーが発生しないSQLの問題の場合 （結果不正など）

• SQLワークシートから起動

• コマンドラインでの起動
– PL/SQLパッケージの利用

• （Appendix参照）
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データ・リカバリ・アドバイザ

• 障害発生時のダウンタイム

– 障害解析: ダウンタイムの大部分

– 修復処理: ダウンタイムの一部

• データ・リカバリ・アドバイザ

– 障害の早期検出: 損害を最小限に

– 障害原因及び対処を提示: 原因究明、解析時間を最小化

修復に要した時間

障害解析に要した時間

総ダウンタイム

ダウンタイムを最小化
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RMAN

Enterprise Manager

インターフェース

データ・リカバリ・アドバイザ
実際の手順

ヘルス･モニター

データ・リカバリ・アドバイザ

③障害情報の表示、
修復アドバイスの提示

①DBの状態をチェック

ADR

②ADRに障害
を登録

データベース

ヘルス・チェック

④修復の実行
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<Insert Picture Here>

データベース管理者が利用する
管理コンソール

•サポート・ワーク・ベンチ

•（ADRCIはAppendix参照）
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障害診断インフラストラクチャ ー 全体イメージ

ADR

 インシデント
各種トレース／ダンプ
 アラート・ログ
ヘルスチェック／レポート診断データを出力

（メモリのダンプ情報など）

チェック結果登録

サポート・ワークベンチ

（障害解決の作業画面）

SQL 修復アドバイザ

解析／診断 → 修正方法、回避策の推奨

自動診断データ
取得

自動起動

IPS

障害情報のパッケージング

SQL テスト・ケース・ビルダー
ファイル

情報取得

データ・リカバリ・アドバイザ

参照

ADRCI

ヘルス・チェック
障害

サポート・サービス
へ送付

管理コンソール
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サポート・ワークベンチ （Enterprise Manager）

• 障害解決のメイン画面

• 障害が発生時には、まずはこの画面から作業開始

関連するアラート／トレース情報の確認

障害情報のパッケージング（IPS）

障害の確認

アドバイザの起動

Metalink経由でのOracleサポートとのやり取り
・問合せ ・ステータス確認 ・関連ファイルの送付
（日本では、この機能のサポートは未定）

サポート・ワークベンチ

ヘルス・チェック結果確認

情報のパッケージング

問題の確認
（アラート／トレース情報参照）

アドバイザーの起動
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Enterprise Manager画面遷移例

•データベース管理者（SYS）による作業
– 問題発生状況の確認

– ヘルス・チェック結果の確認 （一部、「アドバイザ・セントラル」の画面）

– リカバリ処理の実行 （「リカバリ実行」リンクより実行）

– IPSパッケージの作成

– 問題の詳細、インシデントの詳細表示

•アプリケーション開発者による作業
– SQL修復アドバイザの実行 （「SQLワークシート」より実行）
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「サポート・ワークベンチ」への画面遷移



36Copyright© 2009, Oracle. All rights reserved.

サポート・ワークベンチ ～ メイン画面～
ORA-1578発生直後の画面

障害（インシデント）情報
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Enterprise Manager画面遷移例

•データベース管理者（SYS）による作業
– 問題発生状況の確認

– ヘルス・チェック結果の確認 （一部、「アドバイザ・セントラル」の画面）

– リカバリ処理の実行 （「リカバリ実行」リンクより実行）

– IPSパッケージの作成

– 問題の詳細、インシデントの詳細表示

•アプリケーション開発者による作業
– SQL修復アドバイザの実行 （「SQLワークシート」より実行）
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サポート・ワークベンチ ～ メイン画面～
ORA-1578発生直後の画面：「チェッカ結果」タブ選択

問題発生直後にヘルス･モニターによる
ヘルス・チェック自動実行
- DB構造の整合性チェック
-データ・ブロックの整合性チェック
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アドバイザ・セントラル
（「チェッカ」タブ）

「ヘルス・チェック」
手動実行可能

ヘルス・チェックの「実行の詳細」画面へ
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アドバイザ・セントラル
ヘルス・チェックの「実行の詳細」画面の「結果」タブ
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アドバイザ・セントラル
ヘルス・チェックの「実行の詳細」画面の「実行」タブ
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Enterprise Manager画面遷移例

•データベース管理者（SYS）による作業
– 問題発生状況の確認

– ヘルス・チェック結果の確認 （一部、「アドバイザ・セントラル」の画面）

– リカバリ処理の実行 （「リカバリ実行」リンクより実行）

– IPSパッケージの作成

– 問題の詳細、インシデントの詳細表示

•アプリケーション開発者による作業
– SQL修復アドバイザの実行 （「SQLワークシート」より実行）
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「リカバリの実行」への画面遷移
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リカバリの実行
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障害の表示および管理
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リカバリ・アドバイス
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リカバリ・アドバイスの確認
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リカバリ・ジョブの発行
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ジョブ・アクティビティ
リカバリ・ジョブの作成
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ジョブ・アクティビティ
リカバリ・ジョブの完了（ステータスが「成功」の作成済みジョブ）
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リカバリ・ジョブの実行内容
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リカバリ処理のログの表示
Recovery Manager （RMAN）のログ ①
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リカバリ処理のログの表示
Recovery Manager （RMAN）のログ ②
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リカバリ処理のログの表示
Recovery Manager （RMAN）のログ ③
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Enterprise Manager画面遷移例

•データベース管理者（SYS）による作業
– 問題発生状況の確認

– ヘルス・チェック結果の確認 （一部、「アドバイザ・セントラル」の画面）

– リカバリ処理の実行 （「リカバリ実行」リンクより実行）

– IPSパッケージの作成

– 問題の詳細、インシデントの詳細表示

•アプリケーション開発者による作業
– SQL修復アドバイザの実行 （「SQLワークシート」より実行）
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サポート・ワークベンチ
IPSパッケージの作成
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IPSパッケージの作成
パッケージ・モードの選択
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IPSパッケージの作成
新規パッケージの作成 ①

「いいえ」にチェック
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IPSパッケージの作成
新規パッケージの作成 ②
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IPSパッケージの作成
新規パッケージの作成 ③
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IPSパッケージの作成
新規パッケージの作成・コンテンツの表示



62Copyright© 2009, Oracle. All rights reserved.

IPSパッケージの作成
新規パッケージの作成・マニフェストの作成
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IPSパッケージの作成
新規パッケージの作成・スケジュール
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IPSパッケージの作成
新規パッケージの作成・アップロード・ファイルの生成
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IPSパッケージの作成
新規パッケージの作成・アップロード・ファイルの作成完了
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サポート・ワークベンチ ～ メイン画面 ～
「パッケージ」タブ
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Enterprise Manager画面遷移例

•データベース管理者（SYS）による作業
– 問題発生状況の確認

– ヘルス・チェック結果の確認 （一部、「アドバイザ・セントラル」の画面）

– リカバリ処理の実行 （「リカバリ実行」リンクより実行）

– IPSパッケージの作成

– 問題の詳細、インシデントの詳細表示

•アプリケーション開発者による作業
– SQL修復アドバイザの実行 （「SQLワークシート」より実行）
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サポート・ワークベンチ ～ メイン画面 ～

「問題の詳細」画面へ



69Copyright© 2009, Oracle. All rights reserved.

問題の詳細

「インシデントの詳細」画面へ

「アラート・ログの内容表示」画面へ



70Copyright© 2009, Oracle. All rights reserved.

インシデントの詳細
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インシデントの詳細
インシデント・ダンプの内容確認

OS上のファイルを参照する為、
インシデント・ダンプを読むOS上の権限をも
つユーザ（Oracle Databaseをインストール
したユーザ）による認証が必要
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問題の詳細
アラート・ログの内容表示 （問題発生時のアラート・ログ情報）
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Enterprise Manager画面遷移例

•データベース管理者（SYS）による作業
– 問題発生状況の確認

– ヘルス・チェック結果の確認 （一部、「アドバイザ・セントラル」の画面）

– リカバリ処理の実行 （「リカバリ実行」リンクより実行）

– IPSパッケージの作成

– 問題の詳細、インシデントの詳細表示

•アプリケーション開発者による作業
– SQL修復アドバイザの実行 （「SQLワークシート」より実行）
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SQL修復アドバイザ
該当するSQL文を実行するユーザでログイン

Enterprise Manager にログインするには
SELECT ANY DICTIONARY

システム権限が必要です。

アドバイザ機能を利用するには
ADVISOR

システム権限が必要です。

内部的にJOB機能を利用するため
CREATE ANY JOB

システム権限も必要です。
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SQLワークシート

ORA-600等のエラーでSQL文が実行できない場合、
サポート・ワークベンチよりSQL修復アドバイザを起動
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SQLワークシートでSQL文の実行

本来は2行
⇒結果不正
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SQL修復アドバイザ
分析タスクの発行
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SQL修復アドバイザ
分析タスクの実行中
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SQL修復アドバイザ
分析タスクの結果
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SQL修復アドバイザ
推奨の表示
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SQL修復アドバイザ
推奨SQLパッチの実装
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SQL修復アドバイザ
SQLワークシートによる検証

正常
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「SQLの詳細」画面
「計画管理」タブで、SQLパッチが適用されていることの確認
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http://blogs.oracle.com/oracle4engineer/entry/otn_ondemand_questionnaire

OTNオンデマンド 感想

OTNセミナーオンデマンド

コンテンツに対する
ご意見・ご感想を是非お寄せください。

上記に簡単なアンケート入力フォームをご用意しております。
セミナー講師/資料作成者にフィードバックし、

コンテンツのより一層の改善に役立てさせていただきます。
是非ご協力をよろしくお願いいたします。

http://blogs.oracle.com/oracle4engineer/entry/otn_ondemand_questionnaire
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OTNセミナーオンデマンド
日本オラクルのエンジニアが作成したセミナー資料・動画ダウンロードサイト

掲載コンテンツカテゴリ(一部抜粋)

Database 基礎

Database 現場テクニック

Database スペシャリストが語る

Java

WebLogic Server/アプリケーション・グリッド

EPM/BI 技術情報

サーバー

ストレージ

例えばこんな使い方

• 製品概要を効率的につかむ

• 基礎を体系的に学ぶ/学ばせる

• 時間や場所を選ばず（オンデマンド）に受講

• スマートフォンで通勤中にも受講可能

100以上のコンテンツをログイン不要でダウンロードし放題

データベースからハードウェアまで充実のラインナップ

毎月、旬なトピックの新作コンテンツが続々登場

OTNオンデマンド

コンテンツ一覧はこちら
http://www.oracle.com/technetwork/jp/ondemand/index.html
新作＆おすすめコンテンツ情報はこちら
http://oracletech.jp/seminar/recommended/000073.html

毎月チェック！

http://www.oracle.com/technetwork/jp/ondemand/index.html
http://oracletech.jp/seminar/recommended/000073.html
http://www.oracle.com/technetwork/jp/ondemand/index.html
http://www.oracle.com/technetwork/jp/ondemand/index.html
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オラクルエンジニア通信
オラクル製品に関わるエンジニアの方のための技術情報サイト

88

オラクルエンジニア通信

技術コラム

アクセス
ランキング

特集テーマ
Pick UP

技術資料

性能管理やチューニングな
ど月間テーマを掘り下げて
詳細にご説明

インストールガイド・設定チ
ュートリアルetc. 欲しい資
料への最短ルート

他のエンジニアは何を見て
いるのか？人気資料のラン
キングは毎月更新

SQLスクリプト、索引メンテ
ナンスetc. 当たり前の運用
/機能が見違える!?

http://blogs.oracle.com/oracle4engineer/

http://blogs.oracle.com/oracle4engineer/
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oracletech.jp
ITエンジニアの皆様に向けて旬な情報を楽しくお届け

oracletech

Viva!

Developer

セミナー

スキルアップ

製品/技術
情報

ORACLE MASTER！

試験頻出分野の模擬問
題と解説を好評連載中

Oracle Databaseっていく

ら？オプション機能も見積
れる簡単ツールが大活躍

基礎から最新技術まで

お勧めセミナーで自分にあ
った学習方法が見つかる

全国で活躍しているエンジ
ニアにスポットライト。きらり
と輝くスキルと視点を盗もう

http://oracletech.jp/

http://oracletech.jp/
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あなたにいちばん近いオラクル

Oracle Direct
まずはお問合せください

Web問い合わせフォーム フリーダイヤル

0120－155－096

※月曜～金曜
9:00～12:00、13:00～18:00
（祝日および年末年始除く）

専用お問い合わせフォームにてご相談内容を承ります。
http://www.oracle.co.jp/inq_pl/INQUIRY/quest?rid=28

※フォームの入力にはログインが必要となります。
※こちらから詳細確認のお電話を差し上げる場合がありますので
ご登録の連絡先が最新のものになっているかご確認下さい。

システムの検討・構築から運用まで、ITプロジェクト全般の相談窓口としてご支援いたします。
ステム構成やライセンス/購入方法などお気軽にお問い合わせ下さい。

Oracle Direct

http://www.oracle.co.jp/inq_pl/INQUIRY/quest?rid=28
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<Insert Picture Here>

Appendix

•コマンドライン・インターフェース

•ADRCI

•IPSパッケージの作成 （ADRCI）

•ヘルス・チェック （DBMS_HMパッケージ）

•SQLテスト・ケース・ビルダー （DBMS_SQLDIAGパッケージ）

•SQL修復アドバイザ （DBMS_SQLDIAGパッケージ）

•データ・リカバリ・アドバイザ （RMAN）
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ADRCI （ADR Command Interpreter）

• ADRへの格納情報を操作する為のコマンドライン・ツール

情報の表示

１．アラート・ログの表示
２．トレースファイルの検索表示

３．インシデントの表示
４．ヘルス・モニターのレポート
の表示

１．インシデントのパッケージ化 （IPSパッケージ）

情報のまとめ （後述）

情報の削除

４．コアファイルの削除
５．ヘルス・モニターの
実行データとレコードの削除

１．アラート・ログの削除
２．トレースファイルの削除
３．インシデントの削除

１．ADR_BASEの表示・設定

その他：設定等 ２．削除ポリシーの設定
３．スクリプトの実行

等
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ADRCIの操作 ~ 起動と終了 ~

•ファイルシステム上のADRディレクトリに対する操作権限を
保持するOSユーザで利用

C:¥work> adrci

ADRCI: Release 11.1.0.6.0 - Beta on 金 3月 14 13:26:28 2008

Copyright (c) 1982, 2007, Oracle.  All rights reserved.

ADR base = "c:¥app¥Administrator"

adrci> show homes

ADR Homes:

diag¥clients¥user_system¥host_1793651049_11

diag¥clients¥user_unknown¥host_411310321_11

diag¥rdbms¥orcl¥orcl

diag¥tnslsnr¥jpvs21¥listener

adrci> set homepath diag¥rdbms¥orcl¥orcl

adrci> exit

C:¥work>

← ADR_HOMEの一覧取得

← 利用するADR_HOMEを指定
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ADRCIの操作 ~ 情報の表示 ~ （その１）

•アラート・ログの参照

• トレース・ファイルの検索（一覧）

• トレース・ファイルの表示

adrci> show alert

adrci> show alert -tail (数値) -f

adrci> show alert –p 

"MESSAGE_TEXT LIKE '%ORA=600%'"

adrci> show tracefile

adrci> show tracefile %mmon% 

adrci> show tracefile -i 23098

adrci> show trace <トレース・ファイル名>

adrci> show trace %trc -xp 

"[payload like '%Error%']"

← 数値で指定した行数分モニタリング

← ORA-600が出力されたエントリを表示

← ファイル名にmmon を含むトレースのみ一覧表示

← インシデント番号 23098 のトレースのみ一覧表示

← "Error"文字列を含む、拡張子 trc の
ファイルの内容を表示
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ADRCIの操作 ~ 情報の表示 ~ （その２）

•インシデント一覧の表示
adrci> show incident

ADR Home = c:¥app¥administrator¥diag¥rdbms¥orcl¥orcl:

**************************************************************

INCIDENT_ID   PROBLEM_KEY    CREATE_TIME

----------- ----------- ---------------------------------

13458         ORA 1578       2008-02-25 11:51:05.062000 +09:00

12265         ORA 1578       2008-02-25 11:23:06.499000 +09:00

2 rows fetched

adrci> show incdir 13458

ADR Home = c:¥app¥administrator¥diag¥rdbms¥orcl¥orcl:

**********************************************************************

diag¥rdbms¥orcl¥orcl¥incident¥incdir_13458/orcl_m000_3532_i13458_a.trc

diag¥rdbms¥orcl¥orcl¥incident¥incdir_13458/orcl_ora_3820_i13458.trc

•インシデント・ダンプ・ファイルの一覧表示
← incident_idが 13458 のインシデント・ダンプ・ファイル一覧
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ADRCIの操作 ~ 情報の表示 ~ （その３）

•インシデントに関連するすべての情報と、インシデント・ダン
プに関する情報を表示

adrci> show incident -mode detail -p "incident_id = 13458"

ADR Home = c:¥app¥administrator¥diag¥rdbms¥orcl¥orcl:

**********************************************************

**********************************************************

INCIDENT INFO RECORD 1

**********************************************************

INCIDENT_ID                   13458

STATUS                        ready

CREATE_TIME                   2008-02-25 11:51:05.062000 +09:00

PROBLEM_ID                    1

CLOSE_TIME                    <NULL>

FLOOD_CONTROLLED              none

ERROR_FACILITY                ORA

ERROR_NUMBER                  1578

...（以下略）
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ADRCIの操作 ~ 情報の表示 ~ （その４）

•ヘルス・モニターのレポートの作成と表示
–ヘルス・モニターの実行状況を確認（ヘッダ情報）

C:¥work> adrci

adrci> set homepath diag¥rdbms¥orcl¥orcl

adrci> show hm_run -p "run_name = 'my_run'"

（略）

RUN_ID                        128696

RUN_NAME                      my_run

CHECK_NAME                    Data Block Integrity Check

（略）

REPORT_FILE c:¥app¥administrator¥diag¥rdbms¥orcl¥orcl¥hm¥HMREPORT_my_run.hm

– REPORT_FILEが作成されていない場合、レポートを作成

– レポートの表示

adrci> create report hm_run my_run

adrci> show   report hm_run my_run
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ADRCIの操作 ~ 情報の削除 ~ （その１）

• PURGE コマンド
– 削除ポリシーに従い、カレントのADR_HOME 内部の情報を削除する

– 現バージョンでは、明示的にPURGEコマンドでログを削除

–削除ポリシー （時間）
• SHORTP_POLICY ： トレース（ダンプファイル） デフォルト 720 （30日）

• LONGP_POLICY ： インシデント・ファイル デフォルト 8760（365日）

–削除対象
・アラート・ログ（XML）、Listener.log (XML) 、sqlnet.log (XML)

・インシデント・データ

・トレース・ファイル（ダンプファイル）

・コア・ファイル

・ヘルス・モニターの実行データとレポート
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ADRCIの操作 ~ 情報の削除 ~ （その２）

•アラート・ログ（XML）
–xml のアラートログ（log.xml）が 10MB に達すると、リネームして保
存され、新たなxmlのアラートログを生成し、ログを書き込む

–以下のコマンドは上記の切替で作成される個々のxmlファイル単位
で指定<分>より以前のファイルに対して削除を実行するもの

(アラート・ログの記載内容を削除するわけではない)

•アラート・ログ（text）
–textのアラートログはpurgeコマンドの対象外

–OSコマンドでリネーム、および古いログは削除をおこなう

–データベースのオンライン処理中でもリネーム可能

adrci> purge -age <min> -type alert
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- ADR内にインシデント情報を格納する為のディレクトリを作成

- ADR内にインシデント情報のメタデータを収集する

メタデータを収集しない（=空の論理インシデント・パッケージ）を作成することも可能

手順１．論理インシデント・パッケージの作成

IPSパッケージの作成 ~ ADRCI ~ （その１）

• IPSパッケージ （IPS:Incident Packaging Services）
– ADRCIコマンドを使用して1つ以上のインシデントをパッケージ化可能

– 対象となる診断データを Zip 形式にまとめる

- ADR内にインシデント情報のメタデータを追加する

手順２．論理インシデント・パッケージへの診断情報の追加 （オプション）

手順３．物理インシデント・パッケージの生成
-手順１、２で収集した、インシデント情報のメタデータをもとに、必要なインシデント

情報に関するログを含めた zip ファイルを任意のディレクトリに作成する
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IPSパッケージの作成 ~ ADRCI ~ （その２）

•一般的なコマンドオペレーション （Note 461960.1）

adrci> show incident

ADR Home = c:¥app¥administrator¥diag¥rdbms¥orcl¥orcl:

*********************************************************

INCIDENT_ID   PROBLEM_KEY    CREATE_TIME

----------- ----------- ---------------------------------

13458         ORA 1578       2008-02-25 11:51:05.062000 +09:00

12265         ORA 1578       2008-02-25 11:23:06.499000 +09:00

2 rows fetched

adrci> ips create package incident 12265;

Created package 3 based on incident id 12265, correlation leveltypical

adrci> ips generate package 3 in c:¥temp;

Generated package 3 in file c:¥temp¥ORA1578_20080317164824_COM_1.zip, mode complete

• インシデント単位で作成

• インシデントの表示

adrci> ips create package problemkey "ORA 1578";

Created package 4 based on problem key ORA 1578, correlation level typical

adrci> ips generate package 4 in c:¥temp;

Generated package 4 in file c:¥temp¥ORA1578_20080317165234_COM_1.zip, mode complete

• 問題単位で作成
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ヘルス・チェックのコマンドライン実行 （その１）

• DBMS_HM PL/SQLパッケージを利用
–管理者はDBMS内部で利用されるチェック以外を任意に実行可能

–利用可能なヘルス・チェックの確認

SQL> select name,internal_check from v$hm_check

where internal_check='N';

NAME                                     I

---------------------------------------- -

DB Structure Integrity Check             N

Data Block Integrity Check               N

Redo Integrity Check                     N

Transaction Integrity Check              N

Undo Segment Integrity Check             N

Dictionary Integrity Check               N

6行が選択されました。
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ヘルス・チェックのコマンドライン実行 （その2）

•ヘルス・チェックに対する入力パラメータの確認
SQL> SELECT a.name,a.description 

2    FROM v$hm_check_param a, v$hm_check b

3   WHERE a.check_id = b.id

4     AND b.name = 'Data Block Integrity Check';

NAME         DESCRIPTION

------------ -----------------------

BLC_DF_NUM   Block Data File number

BLC_BL_NUM   Datablock number
パラメータは２つ

•ヘルス・チェックの手動実行

データ・ブロック整合性チェック

BEGIN 

DBMS_HM.RUN_CHECK ( 

check_name   => 'Data Block Integrity Check', 

run_name       => 'my_run', 

input_params => 'BLC_DF_NUM=1; BLC_BL_NUM=23456' ); 

END;

/
パラメータ区切りはセミコロン
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ヘルス・チェックのコマンドライン実行 （その3）

•ヘルス・チェックの確認
–PL/SQLパッケージ (*1)

–ディクショナリ・ビューによる確認 (*2)

C:¥work> sqlplus / as sysdba

SQL> SET LONG 100000 

SQL> SET LONGCHUNKSIZE 1000 

SQL> SET PAGESIZE 1000 

SQL> SET LINESIZE 512 

SQL> SELECT DBMS_HM.GET_RUN_REPORT('my_run') FROM DUAL;

SQL*Plus における CLOBの表示

(*1) ADRCIコマンド（後述）でもヘルス・チェックのレポート出力は可能
(*2) v$hm_finding, v$hm_recommendation で詳細情報を確認可能

SQL> SELECT run_id, name, check_name, run_mode, src_incident FROM v$hm_run;

RUN_ID NAME         CHECK_NAME                 RUN_MODE SRC_INCIDENT

------- ------------ -------------------------- -------- ------------

12331 HM_RUN_12331 Data Block Integrity Check REACTIVE        13458

128636 my_run  Data Block Integrity Check MANUAL              0

：
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SQLテスト・ケース・ビルダー （その１）

•別のOracleデータベース・インスタンスで問題を再現およびテ
ストできるように、SQL関連の問題に関する情報と、その問題
が発生した正確な環境を取得

•テスト・ケース作成対象のSQLを指定する方法（３種類）
–SQL（文字列）を指定

–インシデント・ファイルを指定

–カーソル・キャッシュを指定 （SQL識別子、SQLハッシュ値を V$SQL より導
出）

•事前に必要な設定
–ディレクトリの作成と実行スキーマへの権限付与 (内部でデータ・ポンプ使用)
SQL> create or replace directory testcase as 'C:¥temp¥testcase';

SQL> grant all on directory testcase to scott;
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SQLテスト・ケース・ビルダー （その２）

• SQLテスト・ケース・取得例
DECLARE

str VARCHAR2(400);

tco CLOB;

BEGIN

str := 'SELECT ename from emp';

DBMS_SQLDIAG.EXPORT_SQL_TESTCASE (

directory     => 'TESTCASE',

sql_text      => to_clob(str),

user_name     => 'SCOTT',

exportData    => true,

testcase_name => 'TEST01_',

testcase      => tco

);

END;

/

• SQLテスト・ケースの別環境でのインポート 例
SQL> connect test01/test01

SQL> execute dbms_sqldiag.import_sql_testcase(

directory=>'TESTCASE',filename=>'TEST01_main.xml',importData=>TRUE);
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SQL修復アドバイザ （コマンドライン）
～実行の流れ～

• 実行の流れ
1. 問題が発生したSQLの特定

2. 診断タスクの作成

3. 診断タスクの実行

4. 診断タスクのレポート

5. SQLパッチの適用

6. SQLパッチのテスト

• EXPLAIN PLANで実行パスの確認

• 問題の修正が含まれるPSRの適用後
1. SQLパッチの削除

DBMS_SQLDIAG.CREATE_DIAGNOSIS_TASK

DBMS_SQLDIAG.EXECUTE_DIAGNOSIS_TASK

DBMS_SQLDIAG.REPORT_DIAGNOSIS_TASK

DBMS_SQLDIAG.ACCEPT_SQL_PATCH

DBMS_SQLDIAG.DROP_SQL_PATCH

※適用済みのSQLパッチは DBA_SQL_PATCHES で確認
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SQL修復アドバイザ （コマンドライン）
～実行例 （その1）～

•診断タスクの作成
DECLARE

str  VARCHAR2(400);

t_id VARCHAR2(50);

BEGIN

str := 'SELECT a.faq_id,b.question_id,c.description,e.description 

FROM test_faq                a,

test_question_master    b,

TABLE(b.name_desc_ntab) c,

test_answer_master      d,

TABLE(d.name_desc_ntab) e

WHERE a.question_id = b.question_id

AND a.answer_id   = d.answer_id

';

t_id := DBMS_SQLDIAG.CREATE_DIAGNOSIS_TASK(

sql_text  => TO_CLOB(str),

task_name => 'error_task',

problem_type =>DBMS_SQLDIAG.PROBLEM_TYPE_WRONG_RESULTS

);

DBMS_OUTPUT.PUT_LINE(TO_CHAR(t_id));

END;

/

←結果不正に対する診断

↑ 結果不正のSQL文

↑ t_id はtask_name で指定した文字列がそのまま入る
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SQL修復アドバイザ （コマンドライン）
～実行例 （その２）～

•診断タスクの実行
SQL> execute  DBMS_SQLDIAG.EXECUTE_DIAGNOSIS_TASK ('error_task');

•診断タスクのレポート
set long          20000

set longchunksize 20000

SQL> SELECT DBMS_SQLDIAG.REPORT_DIAGNOSIS_TASK ('error_task') from dual;

•診断タスクの削除
SQL> execute  DBMS_SQLDIAG.DROP_DIAGNOSIS_TASK ('error_task');

•診断タスクの確認
SQL> SELECT task_id,task_name,advisor_name,status

2    FROM dba_advisor_tasks WHERE owner='TES02';

TASK_ID TASK_NAME    ADVISOR_NAME        STATUS

---------- ------------ ------------------- ---------

182 error_task   SQL Repair Advisor  COMPLETED

•INITIAL

•EXECUTING 

•INTERRUPTED 

•COMPLETED

•ERROR
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SQL修復アドバイザ （コマンドライン）
～実行例 （その３）～

• SQLパッチの適用
SQL> execute DBMS_SQLDIAG.ACCEPT_SQL_PATCH('error_task'); 

• SQLパッチの確認
SQL> SELECT name,created,status,task_id,sql_text FROM dba_sql_patches;

NAME                         CREATED                  STATUS  TASK_ID 

---------------------------- ------------------------ ------- --------

SQL_TEXT

----------------------------------------------------------------------

SYS_SQLPTCH_01463935c272c000 08-03-25 16:29:00.000000 ENABLED 179

SELECT a.faq_id,b.question_id,c.description,e.description

FROM test_faq                a,

test_question_master    b,

TABLE(b.name_desc_ntab) c,

test_answer_master      d,

TABLE(d.name_desc_ntab) e

WHERE a.question_id = b.question_id

AND a.answer_id   = d.answer_id

• SQLパッチの削除
SQL> execute DBMS_SQLDIAG.DROP_SQL_PATCH('SYS_SQLPTCH_01463935c272c000');
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データ・リカバリ・アドバイザ （コマンドライン）
RMANによる利用手順

• 手順
1. データベース障害のリストを参照

2. データベース障害に対するアドバイスを参照

3. 自動修復の実行

RMAN> list failure;

RMAN> advise failure;

RMAN> repair failure;
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データ・リカバリ・アドバイザ （コマンドライン）
RMANによる利用例（１）

1. データベース障害のリストを参照

RMAN> list failure;

データベース障害のリスト

=========================

障害ID 優先度ステータス 検出時間サマリー

------ -------- --------- -------- -------

10982  HIGH     OPEN      08-02-25 SYSTEM以外のデータファイルが1つ以
上見つかりません

12292  HIGH     OPEN      08-02-25 データファイル6: 

'C:¥APP¥ADMINISTRATOR¥ORADATA¥ORCL¥TEST01.DBF'には破損した
ブロックが1つ以上含まれています
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データ・リカバリ・アドバイザ （コマンドライン）
RMANによる利用例（２-１）

2. データベース障害に対するアドバイスを参照
RMAN> advise failure;

データベース障害のリスト

=========================

障害ID 優先度ステータス 検出時間サマリー

------ -------- --------- -------- -------

10982  HIGH     OPEN      08-02-25 SYSTEM以外のデータファイルが1つ以上見つかりません

12292  HIGH     OPEN      08-02-25 データファイル6: 

'C:¥APP¥ADMINISTRATOR¥ORADATA¥ORCL¥TEST01.DBF'には破損したブロックが1つ以上含まれ
ています

自動修復オプションを分析中です。これには尐し時間がかかる場合があります

チャネル: ORA_DISK_1が割り当てられました

チャネルORA_DISK_1: SID=152 デバイス・タイプ=DISK

自動修復オプションの分析が完了しました
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データ・リカバリ・アドバイザ （コマンドライン）
RMANによる利用例（２-２）

2. データベース障害に対するアドバイスを参照 （続き）
必須の手動アクション

========================

使用可能な手動アクションがありません

オプションの手動アクション

=======================

1. 意図せずにファイルC:¥APP¥ADMINISTRATOR¥ORADATA¥ORCL¥USERS01.DBFの名前の変更ま
たは移動が行われていた場合リストアします

自動修復オプション

========================

オプション 修復説明

------ ------------------

1      データファイル4をリストアおよびリカバリします; ブロック107 (ファイル6)のブロック・メディア・リカバリを
実行します

計画: 修復には、データが損失しない完全なメディア・リカバリが含まれます

修復スクリプト: c:¥app¥administrator¥diag¥rdbms¥orcl¥orcl¥hm¥reco_3938788393.hm
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データ・リカバリ・アドバイザ （コマンドライン）
RMANによる利用例（３-１）

3. 自動修復の実行
RMAN> repair failure;

計画: 修復には、データが損失しない完全なメディア・リカバリが含まれます

修復スクリプト: c:¥app¥administrator¥diag¥rdbms¥orcl¥orcl¥hm¥reco_3938788393.hm

修復スクリプトの内容:

# restore and recover datafile

restore datafile 4;

recover datafile 4;

# block media recovery

recover datafile 6 block 107;

この修復を実行しますか(YESまたはNOを入力してください)。 yes
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データ・リカバリ・アドバイザ （コマンドライン）
RMANによる利用例（３-２）

3. 自動修復の実行 （続き：リストアの実行）
修復スクリプトを実行しています

restoreが開始されました(開始時間: 08-02-25)

チャネルORA_DISK_1の使用

チャネルORA_DISK_1: データファイル・バックアップ・セットのリストアを開始しています

チャネルORA_DISK_1: バックアップ・セットからリストアするデータファイルを指定しています

チャネルORA_DISK_1: データファイル00004を
C:¥APP¥ADMINISTRATOR¥ORADATA¥ORCL¥USERS01.DBFにリストアしています

チャネルORA_DISK_1: バックアップ・ピース
C:¥APP¥ADMINISTRATOR¥FLASH_RECOVERY_AREA¥ORCL¥BACKUPSET¥2008_02_25¥O1_M

F_NNND0_BACKUP_ORCL_000028_0_3W488TP4_.BKPから読取り中です

チャネルORA_DISK_1: ピース・ハンドル
=C:¥APP¥ADMINISTRATOR¥FLASH_RECOVERY_AREA¥ORCL¥BACKUPSET¥2008_02_25¥O1_

MF_NNND0_BACKUP_ORCL_000028_0_3W488TP4_.BKP タグ
=BACKUP_ORCL_000028_022508105912

チャネルORA_DISK_1: バックアップ・ピース1がリストアされました

チャネルORA_DISK_1: リストアが完了しました。経過時間: 00:00:01

restoreが完了しました(完了時間: 08-02-25)
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データ・リカバリ・アドバイザ （コマンドライン）
RMANによる利用例（３-３）

3. 自動修復の実行 （続き：データファイルのリカバリの実行）
recoverが開始されました(開始時間: 08-02-25)

チャネルORA_DISK_1の使用

チャネルORA_DISK_1: 増分データファイル・バックアップ・セットのリストアを開始しています

チャネルORA_DISK_1: バックアップ・セットからリストアするデータファイルを指定しています

データファイル00004のリストア先: C:¥APP¥ADMINISTRATOR¥ORADATA¥ORCL¥USERS01.DBF

チャネルORA_DISK_1: バックアップ・ピース
C:¥APP¥ADMINISTRATOR¥FLASH_RECOVERY_AREA¥ORCL¥BACKUPSET¥2008_02_25¥O1_M

F_NNND1_BACKUP_ORCL_000029_0_3W48NG01_.BKPから読取り中です

チャネルORA_DISK_1: ピース・ハンドル
=C:¥APP¥ADMINISTRATOR¥FLASH_RECOVERY_AREA¥ORCL¥BACKUPSET¥2008_02_25¥O1_

MF_NNND1_BACKUP_ORCL_000029_0_3W48NG01_.BKP タグ
=BACKUP_ORCL_000029_022508110533

チャネルORA_DISK_1: バックアップ・ピース1がリストアされました

チャネルORA_DISK_1: リストアが完了しました。経過時間: 00:00:02

メディア・リカバリを開始しています

メディア・リカバリが完了しました。経過時間: 00:00:00

recoverが完了しました(完了時間: 08-02-25)
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データ・リカバリ・アドバイザ （コマンドライン）
RMANによる利用例（３-４）

3. 自動修復の実行 （続き：データ・ブロックのリカバリを実行）
recoverが開始されました(開始時間: 08-02-25)

チャネルORA_DISK_1の使用

チャネルORA_DISK_1: ブロックをリストアしています

チャネルORA_DISK_1: バックアップ・セットからリストアするブロックを指定しています

データファイル00006のブロックをリストアしています

チャネルORA_DISK_1: バックアップ・ピース
C:¥APP¥ADMINISTRATOR¥FLASH_RECOVERY_AREA¥ORCL¥BACKUPSET¥2008_02_25¥O1_MF_NNND0_BACKU

P_ORCL_000028_0_3W488TP4_.BKPから読取り中です

チャネルORA_DISK_1: ピース・ハンドル
=C:¥APP¥ADMINISTRATOR¥FLASH_RECOVERY_AREA¥ORCL¥BACKUPSET¥2008_02_25¥O1_MF_NNND0_BACK

UP_ORCL_000028_0_3W488TP4_.BKP タグ=BACKUP_ORCL_000028_022508105912

チャネルORA_DISK_1: バックアップ・ピース1からブロックをリストアしました

チャネルORA_DISK_1: ブロックのリストアが完了しました。経過時間: 00:00:01

メディア・リカバリを開始しています

メディア・リカバリが完了しました。経過時間: 00:00:01

recoverが完了しました(完了時間: 08-02-25)

障害の修復が完了しました
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以上の事項は、弊社の一般的な製品の方向性に関する概要を説明するものです。
また、情報提供を唯一の目的とするものであり、いかなる契約にも組み込むことは
できません。以下の事項は、マテリアルやコード、機能を提供することをコミットメン
ト（確約）するものではないため、購買決定を行う際の判断材料になさらないで下さ
い。オラクル製品に関して記載されている機能の開発、リリースおよび時期につい
ては、弊社の裁量により決定されます。

Oracle、PeopleSoft、JD Edwards、及びSiebelは、米国オラクル・コーポレーション及びその子会社、関連会社の登
録商標です。その他の名称はそれぞれの会社の商標の可能性があります。


